
党
韻
の
源
流
に
就
て

札
A

i
斤け・・・・

村

利

A-r 

風
流
韻
(
呉
)
は
、
ム
ハ
紛
の
中
期
に
、
古
韻
屋
ハ

0
5、
総

(05、
沃
ハ

3
3
鐸

2
3
の
各
入
整
韻
よ

b
涙
生
し
た
所
の

新
韻
で
あ
る
。
市
し
て
、
丁
皮
乙
の
新
殻
血
児
、
が
組
成
せ
ら
れ
た
頃
に
、
卒
上
去
撃
の
有
尾
韻
に
於
て
は
、
古
議
来
・
事
一
戸
'

設・

(
0
口
ぬ
)
。
鎧
・
焼
。
用
・
(
0
口
問
)
。
各
・

0
・宋

(
m
U
口
問
)
。
昨
ぽ
@
蕩
よ
万
・

(α
口
問
)

0

0

 

韻
(
山
口
ぬ
)
、
が
組
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
市
し
て
、
盟
諸
の
官
庁
)
と
江
の

(gmむ
と
互
に
鐙
誌
を
同
じ
ラ
す
る
、
が
故
に
、
雨

の
各
韻
よ

b
新
韻
た
る
、
江
・
諮
@
粋

者
相
依
λ

ソ
以
て
乙
¥
に
彼
の
つ
炭
殻
L

に
見
え
た
る
が
如
き
、
江
@
詩
・
経
・
究
の
新
殻
目
を
形
づ
く
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。従

っ
て
附
庶
時
代
に
て
は
斗
庚
韻
L

の
韻
目
に
一
不
当
れ
た
る
、
が
如
く
、
盟
諸
誌
の
所
底
字
は
凡
て
(
長
)
韻
と
な
る
が
、

古
韻
に
於
て
は
犬
々
異
な
れ
る
殻
を
形
成
し
て
ゐ
た
率
、
に
な
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
受
韻
の
、
源
流
は
如
何
に
な
っ
て
ゐ

た
か
と
い
ふ
事
に
な
る
。

そ
乙
で
先
づ
源
流
を
切
に
す
る
方
法
を
考
へ
お
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
乍
ら
可
能
と
思
惟
せ
ら
れ
る
方
法
は
僅
に
こ
う
限

b
で
あ
る
。
邸
ち
第
一
の
方
法
は
、
現
存
せ
る
詩
文
の
押
韻
例
を
根
擦
と
し
て
推
定
す
る
事
で
あ

b
、
第
二
の
方
法
は

一
五
九



一
六

O

諮
態
学
を
中
心
と
し
て
、
不
上
去
務
の
一
一
群
と
入
撃
と
の
掛
制
緩
関
係
を
出
切
に
じ
、
以
て
そ
の
源
流
を
明
確
に
す
る
事
で

あ
る
。
放
に
一
以
下
、
我
が
凶
に
古
韻
の
商
影
そ
縮
問
へ
て
ゐ
る
所
の
、

受
議
に
開
局
す
る
諸
般
宇
一
品
目
を
引
詮
し
、
以
て
夫
等

の
諸
字
の
源
流
部
ち
本
籍
訟
を
切
に
し
て
み
よ
ラ
と
ふ
。

第
て
沃
韻
(
白
山
内
)
よ
り
な
れ
る
費
韻
;
:
:
受
・
紫
、
右
・
卓
y濯

(
A
)
 
ム00
:児J

一
、
大
方
炭
似
華
般
経
k

各
第
一
ニ
、
大
乗
経
一
音
義
第
一
之
問
、
(
新
集
成
経
一
音
義
随
一
樹
録
、
四
振
)

0

0

 

脆
長
一
昔
数
、

、

!箆o 同
係経、

各
第
六
十
二
、

。

上
古
孝
反
、

0

0

0

0

 

右
の
一
均
四
位
の
如
く
、
受
字
の
一
音
が
数
な
れ
ば
、
数
は
無
尾
誠
去
蕗
数
の
部
自
に
濁
す
る
故
、
受
も
亦
数
に
底
す
る
事

o

o

e

o

o

o

o

 

に
な

b
、
父
、
台
孝
反
と
す
る
な
れ
ば
、
孝
は
無
尾
誠
上
擦
踏
の
訟
に
腐
す
る
故
ぷ
覚
、
も
亦
拾
に
麗
す
る
乙
と
に
な
る
。

。

故
に
乙
れ
よ

b
し
て
、
受
は
も
と
、
豪
(
陪
)
肴
(
数
)
の
古
都
(
町
中
)
に
属
し
て
わ
た
入
盤

(
2
5
韻
な

b
し
乙
と
を
別

に
し
ラ
る
。
。

筒
、
孤
児
が
(
岳
山
内
)
韻
と
し
て
抑
制
ノ
せ
る
例
が
左
の
如
く
存
す
る
と
と
に
よ
ク
て
一
夫
代
乙
れ
を
確
設
づ
け
ラ
る
と
思
ふ
。

..51r主
長4

陶
開
明
、
擬
挽
僻
一
ニ
営
、

(
淡
貌
六
朝
百
一
一
一
家
集
、
第
四
十
七
靖
、
防
彰
潔
集
。
〉



。

な
牛
一
必
有
死
、
平
絡
し
非
命
ω潟
、
昨
審
問
免
入
、

0

0

 

塊
円
以
数
何
之
、
松
形
容
広
木
、
繍
な
索
父
階
、
良
友
撫
我
突

。

得
失
不
復
知
、
是
非
安
総
畳
、
千
秋
潟
後
滋
、
誰
知
祭
典

但
恨
夜
一
世
持
、
飲
間
不
得
足
、

ハ
B
〉

幾

一
一
一
、
偽
総
長
何
人
民
総

念
第
十
七
、
第
三
分
一
箆
総
経
第
十
。
(
関
誇
一
切
経
、
問
合
部
七
、
)

し

ゃ

う

ど

ん

附

叫

ん

ね

ん

ふ

も

ラ

つ

)
f
v
t
F
-
ぐ

汁

ん

と

所
以
は
何
ん
。
新
は
精
勤
、
専
念
、
不
忘
、
楽
灘
、
関
庶
に
よ
っ
て
之
を
得
る
所
な
b
。
露
涼
一
よ
。

淡
白
狼
一
士
一
庶
夜
、
遺
夷
懐
徳
秋
、
(
古
一
詩
一
結
審
問
〉

。

。

荒
服
之
外
、
土
地
境
境
、
食
肉
衣
皮
、
不
見
機
穀
、

。

。

変
諜
俸
風
、
大
波
安
楽
、
携
負
鈴
仁
、
鱗
山
内
除
狭
、

。

。

高
山
被
蚊
峻
、
縁
滋
礎
石
、
木
落
後
家
、
百
宿
到
洛
、

0

0

 

父
子
同
路
、
壊
抱
同
島
、
体
告
縄
入
、
長
願
底
僕

。

右
の
般
学
例
及
び
抑
鎖
倒
よ
?
り
し
て
、
搬
用
の
古
議
も
一
沃
認
の

(muw〉
な
ム
ジ
し
一
号
そ
知

b
ラ
る
で
あ
ら
ラ
。

ハ
C
)

議

段
、
増
資
問
合
終
巻
好
一
一
一
、
等
法
品
第
三
十
九
む
〈
路
誇
一
切
経
ミ
間
合
部
九
)

一，六



ー&嶋ノ、、

内
定
ぐ
ぞ
っ
〉

務
の
時
一
一
一
十
三
天
、
見
巴
っ
て
復
歓
喜
子
}
一
僚
主
、
っ
免
の
品
物
今
日
己
に
程
毎
を
生
ぜ
2

夕
、
久
し
か
ら
ず
し
て
営
に
復

開
放
す
ベ
し
し
と
。

。

。

入
務
一
夜
字
に
艶
次
す
る
識
字
は
無
尾
韻
の
一
4
2議
包
字
で
あ
る
。
話
し
て
包
字
は
肴
読
の
該
自
に
麗
す
る
も
の
で
あ
る
。

。

俗
、
肴
践
に
針
す
る
入
躍
は
沃
韻
故
3

震
の
古
留
は
(
白
ご
に
し
て
乙
の
沃
韻
に
濁
し
て
わ
た
乙
と
に
な
る
の
で
あ
る
u

ハ
D
)

卓

A
工
、
九
戸
3
4
A
入
口
い
]

ヨ

末

E
，弓系

(
図
史
大
系
第
七
各
)

内
ト
グ
〉
シ
ユ
ノ
〉

尚
一
品
太
后
犠
政
元
年
。
伐
問
中
。
太
子
令
ν
奔
一
一
角
鹿
何
百
飯
ノ
大
一
例
ハ
~
卓
浮
図

。

。

入
務
卓
字
に
鈎
次
す
る
ん
撚
尾
務
の
他
磐
は
、
去
整
数
韻
の
梓
宇
で
あ
る
。
市
し
て
梓
ハ
数
韻
)
に
お
熔
す
る
古
訟
の

。

入
盤
は
沃
韻
で
あ
る
。
故
に
と
の
卓
字
も
沃
韻
を
本
総
識
と
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

各
十
一
、
遺
義
七
、
気
長
足
姫
季
、

ハ
E
〉

液

六
、
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶

各
第
三
十
九
、

強
悲
恋
仰
仰
僧
房
感
庭
第
十
六
。
〈
関
誇
一
切
緩
律
部
二
十
、
)

ハぢ

t
f
〉

モ

ぐ

ナ

ゐ

プ

ザ

〈

〈

ぬ

部
の
臥
肘
仰
に
於
て
持
銘
に
敷
設
し
、
援
足
水
、
塗
足
泊
は
一
迭
に
安
住
し
、
各
告
ら
洗
足
し
て
滋
堂
中
に
入
金
、

所
持
の
綬
を
訴
し
て
随
庭
に
限
臥
せ

b
o

詩
経
大
雅

霧
装
四
家



]~.王

在在
怒媛
沼。 開。

説
子
、
各
第
一
一
一
、
勝
文
公

於警
抜鹿
;段依
躍。 1犬。

警
箆
擁
'
謀
、

。

。

智
子
日
、
不
一
円
、
江
波
以
滋
之
、
秋
陽
以
恭
之
、
埼
縞
乎
、
不
可
命
己
、

谷
第
六
、
骨
子
章
句
上
、

?
?
胤
子

。

白
鳥
符
説
、

。。

孟
子
日
、
牛
山
之
木
嘗
美
突
、
以
一
二
茶
郊
一
一
於
大
随
一
也
E
:
:
:
牛
羊
又
一
従
市
牧
ν
之
、
是
以
者
ν
被
溶
液
(
禿
禿
)
也
、

。。

人
見
一
一
共
濯
、
探
一
也
、
以
怨
ν
来
二
嘗
有
一
v
材
湾
、
此
山
設
山
之
性
也
哉
、

時
運
間
業

音
放
散
騎
常
侍
陸
府
君
謀
、

土
爽
券
、
徳
、。

給
心
一
一
海
部
、

裁
縫
答
凶
器
、

浩
忠
葉
山
獄
、

成
時
陶
潜

洋
洋
一
や
津
、

都心部一一一一口、

成
日
陸
一
位
向

時
値
大
治
、

履
氷
察
箱
、

額
点
厄
運
、

投
紳
鰐
放
、

人乃
亦淑♀
易乃よよ
そ。濯。涼

容
第
八
〉

遜
遜
怒
景
、

擦
荻
一
筋
、

ヘ
漢
鶏
ム
円
相
初
百
一
一
一
家
菜
、
第
J

f

一
一
一
十
九
品
川
、
控
諸
問
集
¥

度
強
営
待
、

春
存
三
季
、

靖
中
口
?
忍
腹
、

透
世
銀
…
潟
、

陶裁
然欣
自裁
楽。腿。

務曹形高
源氏志明
是鹿子柔
濯。草。色。夜。

ーー・4‘
ー..... 
/~、



。

右
の
一
諸
持
韻
例
に
よ
っ
て
も
切
な
る
如
く
、
濯
の
古
設
は
(
q
u
r
)
に
し
て
、
沃
議
に
麗
せ
る
事
を
知
、
，
Q
J

う
る
で
あ
ら

一
六
回

う

。

。

命
、
擦
字
比
野
次
す
る
無
尾
訟
の
他
獲
に
、
去
整
郊
誌
に
開
局
す
る
権
字
が
あ
る
が
、
ミ
れ
よ

b
み
て
も
古
韻
は
〈
お
こ
ハ
)

に
し
て
、
五
、
本
籍
韻
は
沃
認
で
あ
ク
た
事
を
察
し
う
る
。

第
二
、
怒
韻

(
c
r
〉
よ
り
れ
'
怒
る
受
韻
:
;
:
啄

七
、
倭
名
類
衆
紗
各
第
十
八
、

い
了
角
反
、
判
例
都
以
波
無
、

初
制
月

a

e

O

Z
戸
又
用
唱
字
、
営
側
側
、

詩
経
一
小
雅
正
月
十
一
ニ

。

牝
依
彼
有
山
局
、

川
智
央
官
入
、

抗予
)擁
立f タト
琢。総

111 
木

文
子

各
一
、
道
原
稿

風
興
一
窓
蒸
、

mm
族
部
第
二
十
八
、
初
判
族
強
第
二
百
三
十
二
、
珠
;
・
:
烏
口
也
、
関
税
鍔
字
苑
…
訳
、

及放
Jt七絞
惇方
獄。存
、穀。

。

民
今
之
無
様
、

天
夫
是
採
、

復
航
予
朴
、

滋
揺
無
務
、

己
離
己
琢
、

選
復
予
撲
、

雷
持
前
降
、

0

0

 

啄
字
そ
倭
名
紗
の
一
昔
訟
は
、
翻
と
し
て
ゐ
る
故
、
之
に
よ
れ
ば
啄
の

は
無
尾
部
尤
(
釦
〉
の
入
猿
た
る
沃
韻
な
よ
y



。

。

?
と
思
は
れ
る
、
が
、
併
し
、
了
ぬ
パ
反
の
皮
切
よ
会
し
て
、
又
は
か
一
の
議
議
例
に
示
し
た
啄
の
諮
議
字
よ

b
し
て
、
探
の
本

絡
協
は
沃
韻
に
あ
ら
ず
し
て
同
府
議
(
o
w〉な
b
し
之
と
を
明
記
し
う
る
の
で
あ
る
。
何
ん
と
な
れ
ば
倭
名
紗
の
音
注
よ

b

も
支
那
の
押
韻
例
は
正
総
本
る
、
が
故
に
。

第
一
一
一
、
燭
韻
(
0
ど
よ
り
な
れ
る
援
議
:
:
:
角
・
撲
・
濁

(
A〉

角

八
、
翠
徳
太
子
体
私
誌
上
傘
、
法
隆
寺
年
中
行
事
、
(
献
町
一
一
一
説
紘
一
一
向
、
)

八
区
一
者
、
所
ν
謂

wrro
旬
新
先
生
。
ぉ
公
。
管
内
夏
実
公
。
町
制
一
C

鬼
谷
先
生
。

張
儀
。

蘇
奏
。

祭
啓
期
。
孔

夫
子
山
私
。

九

康
戎詞
は f営
手目立紙
にひ律
耳
Uと門拳
11僚第
し〉七

常
時
特
戒
を
明
す
の
絵
。
(
慨
一
一
位
一
一
一
)

た
ん
γ

、

ひ

お

ん

じ

々

ラ

げ

ぜ

う

是
の
如
き
北
の
種
々
の
一
耳
目
撃
を
作
し
て
戯
笑
す
る
な
b
。

一O、
平
家
物
語

上
容
第
一
、

二
代
后
、

ゃ

い

ア

ん

台

、

か
の
紫
口
氏
殿
の
皇
居
に
は
、
受
翠
の
寄
ナ
立
て
ら
れ
た
え
伊
夕
、
鄭
五
倫
、
虞
主
的
、
太
公
望
、
角
野
先
生
百

宮

市

t
骨
骨

率
劫
市
司
馬
、
手
な
、
が
、
足
攻
、
が
、
男
形
の
障
子
、
鬼
の
問
、
李
将
軍
、
が
姿
を
さ
な
が
ら
ラ
っ
せ
る
障
子
も
有
。

詩
綬
設忍
議南
雀、

無行
角c 露

意

待
以
穿
我
屋
、

設
誇
女
無
家
、

何
以
遠
我
獄
、

一
六
五



一
六
六

難
逮
我
獄
、

室
家
不
足
、

る
十
周
南
麟
之
社
三
章

鱗
之
魚
、
振
振
公
族
、
子
陸
鱗
今
、

~ 

良
給
一
章

殺
時
停
牡
、
有
掠
共
角
、
以
似
以
緩
、
緩
古
之
入
、

j笥
綴

局
易

口
付

1
n
s

漏
出
町
卒
中
J

六
回
、
鴻
漸
子
木
、
或
相
特
定
(
枚
、
元
答
、

下
経

漠

焦
殺
易
林
、
坤
之
第
二
、
屯

。

。

蒼

龍

平

獄

、

輿

石

相

鰯

、

淡

ゅ

蘇

伯

玉

婆

(

古

…

一

山

内

務

賞令家
従君 Jf寺
i十I I局長
央肥安
局~身
四議在
角。架。掲。盤

一ー
言"*

今何
時 '1背
入馬
会日 蹄
間賠 m
足。不足
数。 3

者2
frr 
雨
角。

室
家
不
足
、

興三存

共肉
害千
不斤
能沼
議。百
斜。

。
角
の
古
韻
は
(
C
W
)

立
与
し
事
を
明
に
し
得
、
た
。
古
韻
に
於
て
は
、

屋
、
燭
の
雨
韻
と
も
に
(
O
W
〉
韻
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
と
の
角
字
は
侍
れ
を
本
籍
哉
と
し
て
ゐ
た
か
と
い
ふ
に
、
上
に

以
上
の
如
き
綴
字
例
及
び
神
韻
例
よ
b
し
て
、



示
せ
る
押
韻
例
代
よ
っ
て
知

b
う
る
如
く
、
燭
議
の
方
で
あ
っ
た
。

ハ
B
)

撲

二
、
倭
名
類
衆
紗

念
第
二
十
市

菅
実業 草
学木
亦部
作第
朴。三
十

木
具
第
二
百
四
十
九
。

撲

五
第
一
再
撲

和
名
古
波
太

木
皮
也
、

若
予
選
徳
経
。

餓
令
若
客
、

潔
今
共
若
濁
、

右
の
如
く
、
撲
は
古
韻
燭
に
麗
す
る
所
の
も
の
に
し
て
(
O
W
)

設
で
あ
っ
た
。
市
し
て
撲
字
の
後
一
品
目
は
我
が
閣
に
於
℃

念
上
、

十
五
章
、

換
今
若
水
綿
棒
、

敦
今
共
若
撲
、

唆
今
共
若
谷
、

は
今
韻
も
古
韻
も
同
様
で
あ
る
、
が
、
撲
字
の
反
切
出
一
角
反
を
忠
実
に
部
hu-
な
ら
ば
今
韻
は
川
ク
の
(
呉
)
韻
と
せ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
一
般
は
、
現
在
、
代
於
て
凶
撃
の
中
最
も
多
く
古
議
の
原
形
を
俸
へ
て
ゐ
る
も
の
は
入
獲
で
あ
る
と

品
一
一
口
は
れ
て
ゐ
る
が
、
撲
字
の
如
き
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
併
し
、
古
今
の
向
学
者
、
が
、
撲
の
反
切
部
ち
匹
角
反
、
が
、

ク

の
外
に
ポ
ク
の
一
品
目
、
代
何
故
訓
ま
れ
た
か
と
い
よ
事
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
か
な
か
っ
た
乙
と
に
つ
い
て
、
勝
か
不
思
議

に
思
ふ
次
第
で
あ
る
。
即
ち
広
角
反
の
切
宇
品
パ
は
諮
凌
に
考
察
せ
る
如
く
古
韻
は

(
o
f
)
、
故
に
之
を
古
議
を
以
て
前

め
ば
ポ
ク
と
な

b
、
際
底
以
後
の
今
韻
を
以
て
封
め
ば
ρ

ク
と
な
る
の
で
あ
る
。
兎
に
角
、
支
郊
の
古
鎮
守
炉
心
ば
我
々
は

自
営
一
す
と
し
て
使
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
寅
に
大
し
た
も
の
と
い
ふ
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

--'-崎/、、

七



一
六
人

(
C
)
 
滋

一
品
、
法
華
経

方

一

俊

品

第

二

、

(

例

時

む

)

つ

い

〆

主

〈

〉

あ

て

ぜ

こ

ふ

ぢ

え

て

之

ん

の

う

夕

、

二

:

ぢ

上

ぐ

ぢ

上

て

み

や

ラ

ぢ

よ

ぐ

誇
偽
は
五
濁
の
忍
没
に
出
で
た
ま
ム
o
m
m
諮
劫
濁
、
煩
強
濁
、
衆
生
濁
、
見
湯
、
命
濁
衣

b
、
是
の

合
利
弗
、

如
し
。

一
一
一
一
、
大
方
炭
偽
筆
般
経

各
第
五
十
、
知
以
出
現
品
第
三
十
六
の
一
、
(
関
紅
一
一
絞
、
)

主
ハ
を
し
て
技
力
と
畳
分
と
を
増
長
し
、
深
一
信
を
生
じ
て
、
濁
心
を
捨
せ
し
め
、
不
壊
せ
ぎ
ら
し
め
、

智
修
を

し
℃
、
切
か
に
し
て
魔
悲
を
関
数
せ
し
め
、
立
(
を
後
心
し
て
本
行
を
成
就
せ
し
む
。

一
回
、
議
出

各
上
、

源
太
夫

う

ゐ

ハ

ザ

と

ぐ

V

ぢ
J
V

後
グ
レ
謡
っ
我
は
と
れ
、
英
知
安
相
の
無
添
ゆ
が
川
}
出
で
、
¥
有
魚
の
濁
慶
に
光
を
ま
じ
へ
、
結
縁
の
衆
生
擁
護

の
紳
、
橋
姫
と
は
我
、
が
一
帯
な

b
。

瓦u;，
問

5長
協

雑
詩

(
古
詩
源

戚
物
多
所
媛
、

沈庭佐清
誕草人 J1Ii'¥
稔繁守蕩
心以箔 II資
問。柊o d号。埼。各

〆ヒ

精
捌
吟
階
下
、

蜘鍛飛
妹;稔蛾
高島忽掛;
間改 i財
産。木。濁。

~秋
子夜
従涼
j玄風
役起

離
民
幾
何
時
、

一
好
機
無
行
跡
、

管
法
口
依
小
企
勝
、



。

右
の
韻
例
代
よ
っ
て
、
濁
の
本
線
韻
一
は
燭
韻
な
る
乙
と
、
及
び
、
古
韻
に
て
は
屋
、
燭
雨
韻
と
も
に
な
ど
議
な
き

し
乙
と
を
明
に
し
う
る
で
あ
ら
う
。

第
四
、
鍵
韻

2
5よ
り
な
れ
る
魔
韻
:
:
:
朔
・
鵡

ヨ三

伊
哲23呂
朔?i1手

V 守主

要員
抄
ロ
ワ
・
a

お
り

ぷ丘
.
4
#り

谷
第
七
、

古

o
紘
一
字
、

一
六
、
本
立
和
名
上
器
、
第
十
一
傘
、
草
下
六
十
七
種
、

除
犠
州
四
時
一
向
ト
ド
i
A

和
名
私
九
止
久

一
七
、
倭
名
一
類
茨
鈴
谷
第
二
十
、
草
木
部
第
三
十
二
、
草
類
第
二
百
四
十
二
、

期
濁
ニ
一
一
昔
此
間
一
四
日

蘇
敬
本
草
注
一
五
朔
一
一
窓
会

f
r
k
久

部

陸

英

也

、

務
懇

最豊
百己

機
運
第
九
、

以
熔
以
熔
、

以
養
生
迭
苑
、

故
発
潜
在
室
、

様
共
犠
牲
可

。

以
事
以
炎
、

備費豊以
共菌室事
J昇i 在鬼
述。戸。穂
、、上

普

皆以
従怨
共穫
期。務。

以
然
布
鳥
、

治
主
(
麻
談
、

奈
混
在
堂
、

管?愛
護さ ?爵
鐙在
鼓。下。

列
共
翠
惹
、

一
六
九



一
七

O

修
完
成
法

詩
綾
部
風

始
舟
五
章

務我
苔心
往箆
怒。援

逢不
彼可
之以
怒。茄。

亦
有
兄
弟
、

不
可
以
媛
、

鍔
殻
の
古
韻

Q
W
)よ
b
受
韻
と
な
れ
る
も
の
は
恐
ち
く
、
拐
、
訪
問
字
く
ら
わ
で
あ
ら
う
。
兎
に
角
、
若
し
砲
に
あ
b

o

o

o

o

 

止
す
る
も
僅
か
故
、
遜
常
、
新
議
受
は
、
沃
、
口
座
主
鰯

の
誇
韻
よ
P
9
極
成
主
れ
た
も
の
と
一
一
一
日
ム
乙
と
が
出
来
る
の
で

あ
る
。
併
し
乍
ら
、
右
に
示
せ
る
が
如
き
、
雄
一
話
、
詩
経
の
無
尾
韻
と
し
て
抑
め
る
議
例
よ
長
察
す
忍
に
、
鐸
韻
よ
λ
y

も
新
議
た
る
授
韻
を
構
成
せ
る
韻
字
の
存
す
る
と
と
を
新
た
に
坊
に
し
得
た
の
で
あ
る
。

現
在
に
於
て
血
児
韻
は
殆
ど
ん
て

mww
韻
に
務
化
し
て
ゐ
る
故
、
受
認
に
所
属
せ
る
誇
韻
の
本
籍
韻
は
不
明
に
な
っ

τ

わ
た
が
ブ
以
上
に
試
み
た
小
論
に
よ
り
て
、
路
t

畳
韻
の
源
流
を
探
究
し
得
、
た
と
尽
ふ
。
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